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研究成果の概要 

本研究では、種内の多様性と生物群集の繋がりに、気象や植生など周囲の環境がどのような影響をも

たらすのかの解明をめざしている。そのためのモデルケースとして、雌雄異株の樹木ヒサカキの花形質

の個体変異に注目しながら、植物と、花や昆虫、微生物など多様な生き物との繋がりを深く理解するこ

とを計画している。 

本年度は、花蜜内に棲む微生物がヒサカキの繁殖成功に及ぼす影響を明らかにした。ヒサカキ以外の

植物でも、花蜜には微生物が棲んでおり、それら微生物により花の匂いや蜜成分が変化することが知ら

れている。また、このような変化に伴い、訪花性昆虫の行動や、受粉率も変化する。このように花蜜内

微生物は植物の繁殖成功を変化させる可能性が示唆されているが、植物の繁殖成功は受粉率だけで測

れるものではない。とくにヒサカキのように、鳥に果実を食べられることで、種子の発芽が促される植

物種では、受粉後の種子散布もまた繁殖成功に寄与している。しかし、花蜜内微生物が種子散布共生系

と関連があるのかは分かっていなかった。 

 そこで、ヒサカキの花蜜に棲む酵母と細菌を採集・培養し、それらを一種ずつ、花に実験的に導入し、

その後の受粉率や果実の特徴を測定した。その結果、細菌を導入すると、酵母を導入した時より実る果

実が多くなることが明らかになった。また、実の中には複数の種子が入っているが、細菌を導入した場

合には、果実が多く実るだけでなく、各果実の中の種子も多くなった。さらに、果実の中の種子が多い

ほど、果実は大きく、より早く熟す傾向があった。その上、実が大きく熟した果実ほどメジロやヒヨド

リなどの小鳥に好んで食べられていた。これらのことから、一見関係がなさそうな花蜜内微生物と種子

食性鳥類であるが、ヒサカキの実の数や実の大きさの変化を介して間接的に花蜜内微生物が種子食性

鳥類に影響を与えていることが考えられる。 
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